
 

 

【鈴木商店の軌跡に学ぶ～現代へのメッセージ】 
鈴木商店は神戸開港間もない神戸で創業し、大番頭金子直吉の采配の下、激動の明治・大正

を駆け抜けた。昭和初期の金融恐慌で破綻したが、今に続く多くの企業を育て、日本の政治・経

済をけん引する傑物を輩出した。今年は破綻からちょうど 90年。変化の激しい今を生きる私たちが、

鈴木商店の足跡から学べることは何か。神戸新聞の年間連載「遙かな海路～巨大商社・鈴木商店

が残したもの」の取材エピソードや秘話などを織り交ぜながら、現代への教訓を探る。   
 

●日時……平成 29 年 5 月 20 日(土) 14：00～15：00 
●場所……KIITO（デザイン･クリエイティブセンター神戸）303 室 
●定員……先着 80 名（当日、13 時より 1 階受付カウンターにて申込受付を行います。） 
※「神戸港と神戸文化の企画展－神戸 みなと 時空－」の入館券をお持ちの方はどなたでもご参加いただけます

●講師……小林由佳 氏 

＜小林由佳氏のプロフィール＞ 

 
神戸新聞社経済部長兼論説委員。滋賀県出身。1990 年神戸新聞入社。淡

路総局、社会部、文化生活部などを経て 2003年から経済部。2014 年より現職。

文化生活部では主に社会保障分野を担当。経済部で流通、電鉄、金融の各業

界、財界、労働問題などを取材した。2016 年 4 月から 17 年 4 月まで神戸新聞

紙上で連載した年間企画「遙かな海路～巨大商社・鈴木商店が残したもの」の

取材班の 1 人として執筆とデスクを担当した。１児の母。 

 

 
 

●お問い合わせは、神戸市みなと総局技術部計画課まで 
  TEL：078-322-5678 FAX：078-322-6127 

＊神戸港と神戸文化の企画展－神戸 みなと 時空－＊ 

「鈴木商店記念館」第３回講演会のご案内 

   

         ＊神戸港と神戸文化の企画展－神戸 みなと 時空－＊ 

       ○期間…2017 年 1 月 25 日(水)～12 月 28 日(木)  

         ○会場…KIITO(デザイン･クリエイティブセンター神戸)  ○開館時間…10：00～17：00 

     ○休館日…月曜日(祝日、振替休日の場合はその翌日) 

         ○入館料…一般(高校生以上)＝500 円・中学･小学生＝200 円 

        ○主催…神戸市  ○協力…日本玩具博物館、陳舜臣アジア文藝館、辰巳会 鈴木商店記念館   
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